
●成績評価基準 

【大 学】 

評価 区分 評価基準 GP 評価基準の記述 

S 

合格 

90～100 4.0 当該科目の到達目標を十分に達成し、非常に優れた学修成果をおさめている  

A 80～89 3.0 当該科目の到達目標を十分に達成し、優れた学修成果をおさめている  

B 70～79 2.0 当該科目の到達目標を達成し、一定の学修成果をおさめている 

C 60～69 1.0 当該科目の到達目標を最低限達成し、やや学修成果もみられる 

D 不合格 0～59 0.0 当該科目の到達目標を達成せず、学修成果も不十分である  
＊GP（グレード・ポイント）は「各評価段階の得点」を示す。 
注 1：他大学・短期大学で修得した単位認定などの評価は「認定」とし、GPA に算入しない。 
注 2：履修登録した科目について、定められた期間内に「履修取り消し」の手続きをとらず履修放棄した場合は 

D 評価（不合格）とする。 
注 3：定期試験欠席者や再試験対象者への暫定的な評価について、所定の試験欠席事由により届出し、 追試験

実施対象となった場合は「追」、再試験対象者となった場合は「再」と表記する。 
注 4：前項での最終評価は、追試験受験者は上表のいずれか、再試験受験者の評価は「B」、「C」、「D」のいずれか

とする。 

 

【大学院】 

評価 区分 評価基準 GP 評価基準の記述 

S 

合格 

90～100 4.0 当該科目の到達目標を十分に達成し、非常に優れた学修成果をおさめている 

A 80～ 89 3.0 当該科目の到達目標を十分に達成し、優れた学修成果をおさめている 

B 70～ 79 2.0 当該科目の到達目標を達成し、一定の学修成果をおさめている 

C 60～ 69 1.0 当該科目の到達目標を最低限達成し、やや学修成果もみられる 

D 不合格 0～ 59 0.0 当該科目の到達目標を達成せず、学修成果も不十分である 

＊GP（グレード・ポイント）は「各評価段階の得点」を示す。 
注１：履修登録した科目について、定められた期間内に「履修取り消し」の手続きをとらず履修放棄した場合は
D 評価（不合格）とする。 
２ 修士論文は、本大学院心理学研究科修士論文審査実施要領第 11 項に基づき評価を行う。 
３ 博士論文は、本大学院心理学研究科博士論文審査実施要領第 17 項に基づき評価を行う。 
４ 上記第 2項及び第 3項に基づき行われた修士論文及び博士論文の評価は、「合格」または「不合格」とする。 

 

【短期大学】 

評価 区分 評点 GP 評価基準の記述 

S 

合格 

90～100 4.0 当該科目の目的・内容をほぼ完全に修得し応用力がついたと認められる 

A 80～89 3.0 当該科目の目的・内容を十分に理解し修得したと認められる 

B 70～79 2.0 当該科目の目的・内容をほぼ十分に理解したと認められる 

C 60～69 1.0 当該科目の目的・内容の最低限の理解は得られたと認められる 

D 不合格  0～59 0.0 当該科目の目的・内容の理解に及ばない 
＊GP（グレード・ポイント）は「各評価段階の得点」を示す。 
注 1：他大学・短期大学で修得した単位認定などの評価は「認定」とし、GPA に算入しない。 
注 2：履修登録した科目について、定められた期間内に「履修取り消し」の手続きをとらず履修放棄した場合は 

D 評価（不合格）とする。 
注 3：定期試験欠席者や再試験対象者への暫定的な評価について、所定の試験欠席事由により届出し、 追試験

実施対象となった場合は「追」、再試験対象者となった場合は「再」と表記する。 
注 4：前項での最終評価は、追試験受験者は上表のいずれか、再試験受験者の評価は「B」、「C」、「D」のいずれか 

とする。 

 

●GPA（グレード・ポイント・アベレージ）の算出方法 

学生の学業成績を測る基準として、GPA 制度を採用し、その計算方法は以下のとおりとする。 

GPA＝ 
（S の単位数×4）＋（A の単位数×3）＋（B の単位数×2）＋（C の単位数×1） 

履修登録科目総単位数 

＊小数点第 3 位以下四捨五入 

＊分母の総単位数には、不合格科目（評価が「D」）の単位数を含む。 

＊累計 GPA は、入学後に履修した総ての科目についての GPA を表示する。 

＊不合格科目となった授業科目を再履修した場合、以前不合格となった授業科目は累計 GPA 値算出対象外と 

する。 


